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理 事 会 議 事 録 

 

１ 開 催 日 時 平成２６年９月１２日（金）午前１０時３０分～ 

２ 開 催 場 所 大阪市立社会福祉センター３階 第１会議室 

３ 議事の内容 

司  会  定刻がまいりましたので、ただ今から理事会を開催いたします。 

私、本日の司会を務めさせていただきます、福祉総括室主幹の真鍋でございます。 

どうぞよろしくお願い申しあげます。 

開会に先立ちまして、本会の理事でございます西区社会福祉協議会 会長の北村

満郎様が 9月 2日にお亡くなりになりました。 

また、本会の評議員でございました前東住吉区社会福祉協議会 会長の桝井清次

様が 9月 7日にお亡くなりになりました。 

             ここで、お二人のご冥福をお祈り申しあげ、黙祷を捧げたいと存じます。 

 恐れ入りますが、ご起立をお願いいたします。 

（黙 祷） 

             お直りください。 

       それでは、本日の出席状況でございますが、理事定数 25名、現在員数 20名、 

本日の出席者 17名、書面による出席 3名、出席者合計 20名でございます。従い 

まして、理事総数の 3分の 2以上に達しておりますので、定款第 12 条第 5項の 

規定により、本会議は有効に成立していることをご報告いたします。 

 なお、中村監事、後藤監事にもご出席いただいておりますことをあわせてご報告 

いたします。 

  まず、はじめに、新たに、ご就任いただきました理事の皆様をご紹介申しあげ

ます。 

大阪市地域女性団体協議会 会長の矢田貝 喜佐枝 理事でございます。 

朝日新聞厚生文化事業団大阪事務所長の山本雅彦 理事でございます。 

 

 次に、本日お配りしております、資料の確認をさせていただきます。 

（ 資 料 確 認 ） 

      それでは、乾会長からごあいさつ申しあげます。 

 

乾 会 長            （ あ い さ つ ） 

 

司  会  それでは、ただ今から議事に入りますが、理事会の議長は定款第 12 条第 4項の 

規定により、その都度選任することになっております。 

こちらから、ご指名させていただいて、よろしいでしょうか。 

（ 異 議 な し ） 

 異議なしということでございますので、議長を乾会長にお願いいたします。 

 

乾 議 長  まず、理事会の議事録の署名人を決めさせていただきます。 

議事録の署名人は、定款により 2名選任することになっておりますが、こちらか 

ら指名させていただいて、よろしいでしょうか。 
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（ 異 議 な し ） 

 乾 議 長    異議なしということですので、議事録の署名人は、北区社会福祉協議会長の高谷

理事と大阪市民生委員児童委員協議会副会長の福岡理事にお願いします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜第１号議案＞  副会長の選任（補充）について 

乾 議 長  それでは、議案書に基づきまして、議事を進めてまいります。 

    第１号議案の副会長の選任（補充）について、事務局から説明してください。 

 

壺阪専務  第 1 号議案 副会長の選任（補充）につきまして、ご説明させていただきます。 

お手元にお配りしております資料 1をご覧いただきたいと存じます。 

定款第 7条第 1項の規定により、理事の互選により、選任することとなっており

ますので、よろしくお願い申しあげます。 

平成 26 年 4 月に、大阪市地域女性団体協議会 会長で本会副会長の吉村会長が 

退任されました。 

事務局案といたしましては、後任の会長で、本会理事であります矢田貝喜佐枝 

さんに、本日 9月 12 日から副会長をお願いしたいと存じます。 

             任期につきましては、現任期の残任期間、本日から平成 27 年 6 月 2 日まででご

ざいます。 

以上、第 1号議案、副会長の選任につきまして、ご説明を申しあげました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長   ただ今、副会長の選任（補充）について、説明がありましたが、ご承認いただけ 

ますか。 

（ 異 議 な し ） 

異議なしということですので、第１号議案は、原案どおり決定されました。 

それでは、矢田貝副会長、副会長席にお移りいただき、一言ごあいさつをお願いい

たします。 

 

矢田貝副会長            （ あ い さ つ ） 

 

 

＜第２号議案＞  評議員の選任（補充）について 

乾 議 長  それでは、第 2号議案の評議員の選任(補充)について、事務局から説明してく 

ださい。 

 

壺阪専務  第 2 号議案 評議員の選任について、ご説明申しあげます。 

それでは、お手元にお配りしております資料 2をご覧いただきたいと存じます。 

評議員候補者でございますが、現評議員の此花区社会福祉協議会の宮川晴美会長、

港区社会福祉協議会の今村末吉会長、鶴見区社会福祉協議会の木村武史会長を午 
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壺阪専務 後の評議員会で理事就任をお諮りすることにしております関係上、評議員定数に欠 

員が生じますので、後任として、都島区社会福祉協議会の中辻 豊会長、福島区社 

会福祉協議会の吉﨑昌作会長、住之江区社会福祉協議会の下田三七男会長にそれぞ 

れご就任をお願いしたいと存じます。 

次に、「公私社会福祉事業施設・団体の役職員及びボランティア活動を行う団体 

の代表者」でございますが、大阪市青少年指導員連絡協議会の会長に交代がござ

いましたので、後任の、五十嵐 誠会長にご就任をお願いしたいと存じます。 

次に、「社会福祉関係公務員、社会福祉に関係ある団体の代表者及び学識経験者 

等」につきましては、大阪市会民生保健委員長に交代がございましたので、後任

の、太田晶也委員長にご就任をお願いするものでございます。 

任期につきましては、平成 26 年 9月 13 日から現任期の残任期間であります平 

成 27 年 5月 15 日まででございます。 

以上、第 2号議案 評議員の選任（補充）について説明させていただきました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長   ただ今、評議員の選任（補充）について説明がありましたが、ご承認いただけま

すか。 

（ 異 議 な し ） 

   異議なしということですので、第 2号議案は、原案どおり決定されました。 

 

＜第３号議案＞  中期経営計画の策定（案）について 

乾 議 長  次に、第 3号議案の中期経営計画の策定（案）について、事務局から説明して 

ください。 

 

山中室長  第 3 号議案の中期経営計画（案）の策定につきまして、ご説明申しあげます。資

料 3－1及び資料 3－2をご覧ください。 

資料 3－2 中期経営計画（案）は、40 頁を超える冊子となっておりますので、時

間の関係上、資料 3－1の概要版によりご説明申しあげます。 

1 頁をお開きください。 

まず、「1 計画策定の必要性」でございます。 

上から 12行目でございますが、大阪市では、平成 24 年度に策定された「市政改

革プラン」に基づき、全市的な施策から区の特性や課題に応じた施策へと方向転換

され、区において地域福祉ビジョンの策定や地域支援システムの再構築が進められ

ています。 

また、平成 27 年度には、介護保険制度の改正が予定され、要支援サービスの一

部地域支援事業への移行や現在モデル事業となっている生活困窮者自立支援事業

が本格的に実施され、多様な福祉ニーズやそれに対応する地域における支えあいの 

 しくみなど、地域福祉を取り巻く状況が変化していく中、今後も、市民の福祉ニー

ズはもちろん、社会情勢や大阪市の動向も見据え、市民に信頼され、本会としての 

 役割を果たしていくためには、従来以上に自らの責任ある自律した法人運営を行わ 

 なければなりません。 
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山中室長 つきましては、現状を適切に分析し、その目標を効果的に達成するため、将来を見

据え、計画的な事業活動や人材育成及び財源の確保など、自律した組織基盤の強化

を図るため、「中期経営計画」を策定することになりました。 

2 頁と中期経営計画の構成図をご覧ください。 

「2 計画の構成」でございますが、構成図の上にあります本会の使命ですが、

「一人ひとりの人権が尊重され、誰もが自分らしく安心して暮らすことができるや

さしさとぬくもりのある福祉によるまちづくり」です。 

次に、団体ビジョンは、「市民の抱える福祉課題をふまえ、市域の社協としての

特性を活かし、地域福祉推進に向けた事業を展開するとともに、市民に信頼され、

自律的な組織をめざす」としております。 

それらの実現に向けて、具体的に取り組むべき 5つの重点項目でございます。 

1 つ目が「区社協活動・地域福祉活動の推進支援」で、区担当制導入による区社

協支援の強化、各種報告書や手引きの作成及び活用による支援を行ってまいります。 

2 つ目、「権利擁護の充実」では、あんしんさぽーと事業の効果的・効率的な事

業の遂行、市民後見人バンクの充実及び登録者・受任者への支援、法人後見人の育

成及び支援等を実施します。 

3 つ目、「情報発信・広報の充実」では、ICT（情報通信技術）など多様な媒体を

活用した情報発信の強化、広報紙「大阪の社会福祉」の効果的・効率的な発行等を

行ってまいります。 

             4 つ目、「社会福祉にかかわる担い手の育成」では、福祉教育につきましては、

平成 23 年 3 月に作成いたしました「ふくし読本」を活用いたしまして、実施して

まいりたいと考えております。また、ボランティア・市民活動の推進、NPO・ボラ

ンティア活動推進の支援、子育てボランティアの育成、認知症サポーター及びキャ

ラバンメイトの養成、メンタルヘルス対策の推進等を実施いたします。 

             5 つ目、「災害に備えた体制の強化」では、災害発生時の組織体制の強化、災害

ボランティア活動支援センター運営マニュアルの改定、8月に福知山市の局地豪雨

による市内冠水や「平成 26 年 8 月豪雨」による広島市の土砂災害が発生しました

が、災害ボランティアの受給調整を行う災害ボランティアセンター運営者研修等を

行ってまいります。 

             次に、「中立・公正な立場にたった事業の展開」では、利用者本位の福祉サービ

スの実現と地域に根ざした総合的な支援体制の構築に向け、要介護認定・障がい支

援区分認定調査事業、地域包括支援センター連絡調整事業、おおさか介護サービス

相談センター事業等を大阪市より受託し、中立・公正な立場に立って積極的に事業

を展開し、今後も地域福祉の推進に取り組んでまいります。 

             本会として取り組む 5つの重点項目及び中立・公正な立場にたった事業を展開し

ていくうえで「人材の育成」、「財政基盤の強化」及び「組織の透明性と信頼性の確

保」の 3項目により「組織基盤の強化」が必要不可欠になってまいります。 

  まず、「人材の育成」では、専門職としての知識や技術の習得のみならず、職階

ごとに学ぶべき要素を踏まえた本会独自の研修体系を構築するとともに、OJT（職 

場内研修）を強化し、計画的に人材育成を行ってまいります。また、市域の地域福

祉を推進する中核的な団体として、本会が重点的に取り組む項目や事業を利用者サ

ービスの質を低下せず確実に実行していくため、必要な職員数の確保については計 

 画的に行っていきます。 
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山中室長  次に、「財政基盤の強化」では、継続性のある自律した組織運営を行うためには、 

財政基盤の強化を図ることが不可欠であることから、賛助会員の加入促進、広告

料収入の拡大及び充実、コスト意識の徹底及び経費削減を行い、地域福祉を推進

していくうえで必要な公募事業については、積極的に応募するとともに、市民の

ニーズに沿った自主事業を展開していくためにも、自主財源の確保について取り

組みます。 

さらに、「組織の透明性と信頼性の確保」においては、本会が社会福祉法に位置 

付けられた公共性の高い社会福祉法人として、市民に信頼され、自律した組織と

して持続的に発展していくためには、事業の成果や新社会福祉法人会計基準に基

づき財務状況をよりわかりやすい方法で公開するなど、情報の公開や提供に努め、

市民に対する説明責任を果たすとともに、コンプライアンスに関する職員の意識

の徹底や内部監査を引き続き導入し、業務改善等に取り組んでまいります。 

             続きまして、2頁の「3計画の期間」でございますが、策定時から平成 30年度ま 

での約 5年間といたします。 

   4 は「計画の推進」でございます。 

              計画の推進につきましては、年次目標を立て、評価・検証を行いながら、計画

的かつ柔軟に取り組むことで、効果的・効率的に事業を推進し、実効性のあるも

のといたします。 

              また、社会情勢や大阪市の動向なども見据え、計画の見直しが必要な場合は、

本計画期間内での変更も行うこととしています。「一人ひとりの人権が尊重され、

誰もが自分らしく安心して暮らすことができるやさしさとぬくもりのある福祉に

よるまちづくり」の実現に向けて、本計画を実行し、組織の持続的発展をめざし

てまいります。 

              以上、第 3号議案の中期経営計画（案）につきましてご説明申しあげました。 

ご審議の程、よろしくお願い申しあげます。 

 

乾 議 長  ただ今、中期経営計画の策定（案）につきまして、概要版により説明がありまし 

たが、ご意見・ご質問はありませんか。 

 

 中田副会長  第三者評価事業について、事務局に一任しますが、計画のどこかに入れていただ

きたいと思います。 

 

 山中室長  ただ今、いただきましたご意見につきましては、検討してまいりたいと思います。 

 

 右田理事  基本的な観点について、まず、概要の使命にある、「やさしさとぬくもりのあ 

る」という言葉、いつから使うようになったのか、いつもどこかで出てきますが、

今、必要な言葉でしょうか。新しく今、問われているのは、世界的な動きですが、

地域が実際に担っていくうえで、「やさしさとぬくもり」だけでいいのか、むしろ

重要なポイントは「公共」をどう作っていくかということが世界的な課題であり、

大阪市の課題でもあると思います。「公共」ということを振り返ってみれば、大阪 

       市は伝統のある公私協働の歴史を持っており、施設と協働して今日まで市民が一緒

になってやってきたわけです。その公私協働の歴史と新時代の「公共」を引き継ぐ 

 使命があると私は考えています。 
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右田理事  まずは、「やさしさとぬくもりのある」という言葉はどこで使われていたのかと

いうことと、「やさしとぬくもりのある」という言葉を使命として使うのか、新し

い新時代に問われている、そういう姿勢を打ち出すのかということについてどうで

すか。 

 

 山中室長  まず、「やさしさとぬくもりのある福祉によるまちづくり」でございますが、今

年度の事業計画にも入っておりまして、かなり前からこのような表現をもって、社

協の使命としております。 

 

 右田理事  「公共」というのをどの捉えるのか、どう作るのか、それが課題であり、使命で

あると思うのですが。 

 

 山中室長  「公共」と公私協働の歴史ということにつきましても右田理事からお伺いしまし

たので、使命につきましては、もう一度検討させていただき、どのような形にする

かは再度理事の皆様にお諮りさせていただきたいと思います。 

 

 右田理事  もう一点、人材の育成のことですが、先ほども言いましたが、公私が協働といい

ますか、行政も民間もという形になりますと、行政の横のネットワークをどうして

いくか、先ほど「ふくし読本」の話も出ましたが、行政の縦割りが壁になって、な

かなか使えなかったということもありますので、局において今後どのように考えて

おられるのかということになりますが、どうでしょうか。 

 

 西嶋理事  人材の育成ということでは、公私協働ということで、これまで行政と民間の皆様

と一緒に事業を進めてきたところでございます。人材の育成ということでは、従来

ですと大阪市においていろいろな施設を運営していましたが、今は行政改革の中で

民間への委託が進み、大阪市の職員も民間の事業者の皆様と接する機会が少なくな

っている状況ですが、特に若い職員の人材育成ということで、市社協の皆さんと行

政、特に福祉関連の職員のほうで協働して取り組みを進めていきたいと考えており

ます。 

 

 山中室長  ただ今お伺いいたしました意見を踏まえまして、再度事務局で検討いたしまして、

改めて書面にて理事の皆様にお諮りをさせていただきたいと思いますので、ご了承

いただきますようお願いいたします。 

 

 ＜第４号議案＞  平成２６年補正予算（案）について 

乾 議 長  次に、第 4号議案の平成 26年度補正予算（案）について、事務局から説明して 

ください。 

 

山中室長  第 4 号議案、平成 26年度補正予算（案）につきまして、ご説明申しあげます。 

  資料 4－1をご覧ください。 

  本会では、職員研修計画に基づき、職員の資質向上に向けた研修や組織運営管理 

 研修等を通じて、職員の人材育成に取り組んでいるところでございますが、先ほ 
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山中室長 どご承認いただきました中期経営計画にもございますように、今後、社協として事

業を推進していくためにも、さらなる人材育成を図るべく、職員研修事業の充実に

伴う補正予算につきまして、ご審議をお願いするものでございます。 

  この間、固有職員、再雇用嘱託職員、嘱託職員等、多様な雇用形態を導入し、効

果的・効率的な事業の推進に努めてまいりましたが、このまま固有職員数が推移

いたしますと、資料 4－1の 2枚目にもございますとおり、10 年後には、固有職

員が半減するなど、本会職員の人員構成に歪みが生じることから、昨年度から職

員採用を再開し、今後も計画的に採用を行うこととしております。すべての職員

の資質や専門性を高め、有為の人材を確保することは重要な課題であり、とりわ

け、次世代の社協組織を担う中堅管理職や若手職員の育成が喫緊の課題となって

おります。 

   これまでも、コンプライアンス研修など全職員を対象とした研修や担当実務に

関する専門的な知識・技能の強化を目的とした実務者研修、その他、時事の福祉

課題に関する研修会、講演会等に職員を参加させておりますが、実務研修が中心

となっており、社協職員として、社会福祉に関する幅広い見識をもった職員の養

成を目的とした研修のさらなる充実が必要となっております。 

  今回、補正をお願いいたします研修につきましては、資料の「3．研修の概要」

に記載のとおり、社協職員として高い使命感と能力、そして幅広い見識と将来を

見据えたリーダーシップを発揮できる人材を養成することを目的として、職階別

に開催するものでございます。 

続きまして、補正予算のご説明をさせていただきます。 

資料 4－2「平成 26 年度 2次補正予算書」(案)の 1ページ「平成 26 年度 2次補

正収支予算書 （総括表）」をご覧ください。 

補正額につきましては、事務費支出が 120 万円の増額でございます。 

             これによりまして、中ほど上の事業活動支出計（2）が 120 万円の増により、52

億 8,616 万 2 千円となります。 

したがいまして、下から 3段目の当期資金収支差額合計（11）は、マイナス 120

万円となり、その下、前期末支払資金残高（12）、4億 6,502 万 3 千円と合わせま

すと、最下段の当期末支払資金残高は、4億 1,986 万 3 千円とあいなる次第でござ

います。 

次に、2頁から 3頁の「法人運営事業」サービス区分について説明させていただ

きます。 

先ほどご説明申しあげました人材育成を目的とした研修を充実させるため、2

頁中段あたり、事業活動支出、事務費支出の研修研究費支出として、120 万円の追 

 加をお願いするものでございます。 

また、8月 20 日未明の「平成 26年 8 月豪雨」により、甚大な被害を受けた広島

市に対して、近畿ブロック指定都市社協の協議により、本会は 8月 26 日に広島市 

 社協へ災害見舞金 30万円を贈呈いたしました。見舞金の財源につきましては、3 
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山中室長 頁下から 4段目の予備費を充当いたします。 

以上、平成 26 年度補正予算（案）つきまして、ご説明申しあげました。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長  ただ今の説明について、ご意見・ご質問はありませんか。 

ご意見・ご質問がないようでございますので、ご承認いただけますか。 

（ 異 議 な し ） 

異議なしということですので、第 4号議案は、原案どおり決定されました。 

 

＜第５号議案＞  給料表の改定（案）について 

乾 議 長  続きまして、第 5号議案の給料表の改定（案）について、事務局から説明してく 

ださい。 

 

輪違局長    第 5 号議案 給料表の改定（案）につきましてご説明申しあげます。 

資料 5をご覧ください。 

新給料表でございますが、本年 4 月の大阪市給料表の引き下げを踏まえ、現行

給料表を減額改定するものでございます。 

2 枚目、Ａ3サイズ、給料表の資料をご覧ください。 

上段、係員の第１表から主査級の第 3 表となっておりまして、その下段には、

現行給料月額と改定率、及び改定後給料月額を記載しております。 

裏面は、副主幹、主幹、課長級の第 4 表から部長級の第 6 表となっており、同

様の記載となっております。 

はじめに現給料表でございますが、平成 25 年 3月 31 日現在の給料月額から 5％

減額した金額をもとに平成25年 4月 1日に大阪市給料表を準用し改正したもので

ありますので、今回につきましても、市の改定率にあわせて給料表の改定を実施す

るものでございます。 

改定率につきましては、大阪市と同様に 1表 1号級の 0％から最大 6表 61号級の

6.44％となっており平均では 4.34％引き下げた金額となっているところでござい

ます。 

次に減額措置といたしまして、平成 21 年度から実施しております、給与カット

を今回の改定にともないまして、4.9％から 11.8％を新たに設定し、減額を行うこ

ととしております。 

また、管理職におきましては、引き続き管理職手当の 10％カットを行ってまい

ります。 

次に定期昇給でございますが、満 56歳以上の課長級以上につきましては、今年

度は定期昇給を据え置くこととしております。 

実施期間につきましては、平成26年9月から平成27年3月まででございます。 

なお、本会の給料表は、大阪市給料表に準拠しておりますことから、今後の市

の動向によりましては、変更することもあるかと考えております。 

       参考として記載しておりますが、本会職員の 1 人当たりの平均年収額（平成 26

年度見込み）は、5,390,700 円、平均年齢 49.0 歳となっております。 

  以上、第 5号議案給料表の改定（案）につきまして、ご説明申しあげました。 
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輪違局長  ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

乾 議 長  ただ今の説明について、ご意見・ご質問はありませんか。 

ご意見・ご質問がないようでございますので、ご承認いただけますか。 

（ 異 議 な し ） 

異議なしということですので、第 5号議案は、原案どおり決定されました。 

本日、予定の議案は以上ですが、続いて、報告をお願いします。 

       

山中室長  私から、一括してご報告申しあげます。 

まず、平成 26年度 職員採用試験の結果につきまして、資料 6をご覧いただきた 

いと存じます。 

今年度の事業計画におきまして、地域福祉の中核を担う組織としての活力を維 

持し、専門性を確保するため、計画的に新規職員の採用を行うことが決定されたこ

とを受けまして、このたび、採用試験を実施いたしました。 

選考結果につきましては、資料に記載のとおりでございます。 

10 月 1 日付けで、福祉職員 6名、事務職員１名の採用を予定しておりましたが、

事務職員 1名から一昨日、辞退の申し出がございましたことから、福祉職員 6名を

採用予定としております。 

続きまして、退職金の運用状況につきまして、ご報告いたします。 

資料 7をご覧ください。 

             退職積立金の運用を委託しております、りそな銀行から、平成 25 年度の運用状  

況等について、7月 14 日に報告がございました。 

平成 25年 3 月 31 日時点での過去勤務債務残高（積立不足）1,155,507,636 円で 

ございましたが、平成 26 年 3 月 31 日現在の積立不足が 393,071,145 円となり、結

果、762,436,491 円減の大幅な改善がみられました。 

要因といたしましては、退職金制度の見直し（給付水準10％カット、給付率35 年

を上限、掛金を100/1000に改正）、運用実績が11.273％となり、当初予定利率5％

を上回るということでございます。 

この結果、積立水準は簿価で 86.9％、時価で 98.2％となり、健全で持続可能な

水準を確保しております。 

退職金の運用状況につきましては、以上でございます。 

       続きまして、資料 8をご覧ください。 

まず、1．豪雨災害被災地への対応につきまして、ご報告いたします。 

   （1）災害見舞金の贈呈でございますが、先ほど第 4号議案の平成 26 年度補正予

算でご説明させていただいたとおり、広島市社協に災害見舞金 30 万円を贈呈、送

金いたしました。 

（2）災害ボランティアセンターへの職員派遣につきましては、近畿地方北部など

を襲った局地的な豪雨により、京都府福知山市で市内中心部が広範囲に冠水する 

 被害を受けたことを受け、近畿ブロック府県・指定都市社協では、災害時の相互支

援に関する協定に基づき、福知山市災害ボランティアセンターの運営支援のため、 

 8 月 21 日から 24 日に１名、23 日から 26日に１名、大阪市社協から職員を派遣し、 
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山中室長 ボランティアの需給調整等の支援を行いました。 

   （3）ボランティアバスの運行につきましては、9月 3日、兵庫県丹波市への支援

を目的として、大阪府社協、堺市社協、大阪ボランティア協会の 4社合同でボラン

ティアバスを運行し、ボランティア 15 名、スタッフ 5 名が家財の片づけや土砂清

掃などを行いました。 

    8 月 26 日に、福知山市へもボランティアバスを運行する予定でしたが、当日、 

福知山市内で大雨警報が発令されたため、中止いたしました。 

最後に、2．区社会福祉協議会にかかわるご報告をさせていただきます。 

まず、生活困窮者自立支援促進モデル事業の拡大実施についてでございます。 

平成 27 年度からの生活困窮者自立相談支援事業の本格実施に向けて、平成 26 

年 1月からモデル事業を実施している 3区のうち東淀川区、西成区において区社協

が公募により受託実施していますが、平成 26 年 10 月から新たに公募された 6 区、

浪速区、淀川区、生野区、城東区、住吉区、平野区においては、すべて区社協が受

託し、事業を実施しています。 

次に、認知症初期集中支援チームモデル事業の実施について、ご報告いたします。 

認知症の早期発見、早期診断をめざした事業を、平成 27 年度から市内全域で実 

施するため、地域包括支援センター内に認知症初期集中支援チームを設置して、実

践検証を行うモデル事業を平成 26 年 7 月から他の区域に先駆けて、東淀川区にお  

いて区社協が実施しています。 

以上でございます。 

 

乾 議 長  ただ今の説明について、ご質問はありませんか。 

ないようでございますので、以上をもちまして、本日ご審議いただく案件及び

報告は、全て終了いたしました。 

ご協力を頂きまして、誠にありがとうございました。 

それでは、ここで、議長役を終わらせていただきます。 

 

司   会   閉会にあたりまして、清水副会長からごあいさつを申しあげます。 

 

清 水 副 会 長             （あいさつ） 

 

司   会   これをもちまして、理事会を終了させていただきます。 

開会にあたります乾会長のごあいさつにもございましたが、毎年、開催して

おります「大阪市社会福祉大会」につきましては、来月、10 月 29 日(水)、午後

2時から、大阪国際交流センターにおきまして、開催する予定でございます。正

式なご案内は、後日、送付させていただきますが、ご予定いただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

本日は、大変お忙しい中ご出席をいただきまして、誠にありがとうございま

した。 
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  本議事録の正確を証するため、ここに署名押印する。 
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